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車 還 , シリ ンダ ー, ピス トン 棒 , クラ ンク ピン , その 他 提 械 の マサ ッ 
を 防 で た め に 潤滑 油 が 注 が れる . 主 な 部 分 に は 自動 給油 
翌 な ど が 取り つけ て ある 


部 分 に は , マサ ツ 
や や 給油 ポン プ , 見 和 り 給油 
それ ら の 装置 に 必要 量 の 油 を 注ぐ こと ゃ , 重要 な 作業 の 一 つ . 
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茶 


尾久 の 機関 庫 に ある , 機関 車 の 向き を 座 
える た め の 転 車台 、 向う に 車庫 が 見 える 


石 肖 の 積込み , 給水 , 給油 , 準備 の 一 切 を と と の えた 揚 関 車 は , 本 線 に 待っ て いる 列車 
を 牽引 する た め に 停車 場 へ 出動 する . 列車 に 連結 する ま て 機関 車 を 誘導 する の は 操車 掛 . 


車掌 か ら 列 車 状 況 を 開く . 列 車 の 総 重量 , 


発車 まで ちょ っ と 時 間 が ある . 食事 時 間 
車 輔 数 な ど て 運転 の ぐあい が 違っ て くる . 


に は 少し 早い が , この 問 に 食べ て お こう 


最新 式 の 貨物 列車 用 機関 車 D 51 型 の 将 水 車 ( 


は 8 トン の 石 譜 が つま れる . 1 トン で 走 
れる 距離 は 約 67 km だ か ら , この 機関 車 が 


径 復 で きる 距離 は 約 300 km (上 野 , 仙台 間 ). 


機関 車 の 乗務 員 は , 率 引 する 列車 の 発車 約 1 時 間 前 に 出勤 する . まず 作業 服 に 着 か えて 
時 計 を 標準 時 計 に 合せ, 乗務 員 室 の 指示 事項 を み , 当直 助役 か ら 注意 や 指示 を うけ る . 


草 線 て は 駅 と 駅 の あい だ が 閉 窒 区 間 に な っ て いる . 機関 士 は 駅 長 か ら 通 票 を 受け と ら ね 
ば 茨 へ 出発 できない . 3) は 通過 列車 か ら 退 票 を わた す 局 票 受 器 . 4) は 刀 過 列車 に 通 票 を 
少 た す 刀 票 受 授 器 . 5) は 腕 木 式場 内 信号 機 . 停車 場 へ 進入 する 列車 へ 進入 の 可否 を 示す . 
下 の 腕 は 出発 信号 に 属す る 遠方 信号 で 通過 信号 機 と いう . 6) は 見 や すい よう に 高い 所 に 
立て た 場内 信号 機 . 7) は 妹 閉 講 器 ( 右 ) と 到 信 閉 窯 器 ( 左 ). 眉 票 閉 塞 器 か ら 衣 票 を だ す 
に は 相手 駅 の 同意 を 要する . 双 信 閉塞 器 の 閉塞 を 示す 腕 は 相手 駅 か ら 電 流 を 退 じ 動 か す . 


信号 撲 は 列車 を 安全 に 運転 させ る た め の 術 置 で , 腕 木 式 , 燈 列 式 , 色 燈 式 な どい ろ い ろ 
ある . 一 定 の 位置 に 立て られ た 信号 撲 は 常置 信号 撲 で , 場内 出発 , 閉塞 , 遠方 , 誘導 
入 換え の 六 つ の 種類 が あり , 線路 に 一 時 的 な 故障 が ある ば あい に は 臨時 信号 機 を た て る . 
は 出発 し よう と する 列車 に 出発 し て いい か どう か を 知ら せる 出発 信号 機 . これ は 色 類 
式 で , 赤 ( 停 止 ), 黄 ( 注 意 ) 和 ( 進 行 ) の 三 色 に 変わ る . 2) は 閉 窯 信号 機 . 列車 の 衝突 を 
避け る た め に 線路 を 区 切り , 当 列 車 が 還 過 する まで その 区 間 に 他 の 列車 を 入れ め ぬ 仕 組み 


場内 信号 機 . 場内 信号 機 は , その 先 に ある 停車 場内 の 線路 が , 空い て いる か 否 か を 入っ 
て くる 列車 に 対し て 示す や の て ある . 左 の 欄 に ある 信号 機 は 場内 の 左 の 線路 に 所 属し 
右 の 持 の 上 段 に ある 信号 機 は 主要 な 本 線 に , 下段 に ある 信号 機 は 右 の 線路 に 所 属す る . 


2) は 線路 勾配 の 変り 目 に 立て る 勾配 標 . 上 向き の 腕 木 は 上 り 勾 配 を 示す . 数 字 の 10 は 
1000 豆 に つき 10 到 の 勾配 て ある と の 意味 . 3) は 機械 燈 列 式 , 4) は 電気 燈 列 式 と い うぅ 停 
車場 内 の 入 換え 信号 機 . 燈 列 が ななめ に な っ て いれ ば 進行 せよ , 横 に な っ た ら 停 止 せよ . 


1) は 徐行 予告 標 . この 先 に 徐行 信号 機 が ある こと を 予告 し 乗務 員 の 注意 を うな が す . 2》) 
は 徐行 信号 機 . 臨時 信号 機 で , 線路 の 故障 や 修理 の た め 列 車 を 徐行 させ る 必要 が ある 時 
に 立て る . 数 字 は 徐行 時 速 . 3) は 場内 信号 機 . 三 つ の 信号 機 は それ ぞ れ 別 の 線 に 属す る . 


4) は 曲線 標 . 線路 が 曲がっ て いる と き 曲 線 の 始点 に 立て る . 数 字 は その 曲線 の 重 径 、 曲 
線 生 径 は 300 m が 限度 . 幹線 で は 600 以上 . 5) は 起点 か ら の 距離 を 示す 距離 標 . 数 字 
は 料 数 を 表す . 1 km ご と に 立て る 甲 号 と 500m ご と に 立て る 乙 号 が ある . 6) は 減速 標 . 


撲 関 車 か ら の 赴 野 


線路 が こん な 形 て 道路 と 
交叉 し て いる と ころ で は 
交叉 点 か ら 向 う の 線 路 は 
まっ た く 見 えな い . 信号 
機 に た よっ て メ ク ラ 運転 
で ゆく 以外 に 方 法 は な い . 


線路 工 手 た ち が , か た わ 
ら の 線路 を な お し て いる 
線路 エエ 手 の こと で ある か 
ら , 列車 の 接近 に は 注意 
し て いる に 違い な いけ れ 
ど や も , や は り 心 配 で ある . 


信 断 機 も な く 踏 切り 番 ゃ 
いな い 小 さ な 踏切 り . 携 
断 す る 人 の ほう で , 右 を 
見 , 左 を 見 て , 危険 の な 
いこ と を た し か め た うえ 
て 退 ら な けれ ば いけ な い . 
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を 


まき 


前 方 の 線路 を 見 名 す た め に , 機関 士 は 横 


の 窓 か ら 首 を つき だ さ な け れ ば な ら な い . 


線路 が 右 に 曲がっ て いる 場所 で は , 撲 関 
士 の 側 か ら の 見 通し は ぜん ぜん 利 か な い . 


撲 関 士 は 正面 の 窓 か ら だ け だ と , 列車 が 
進ん で ゆく 線路 の 状態 が まる て で 見え ない - 


線路 が 右 に 曲がっ て いる 場合 , 揚 関 助士 
が 機 関 二 の か り に 線路 の 上 を 注 紹 する . 


機関 区 と 機関 区 の 継目 機関 車 の 乗務 員 が 交 准 す る . 機関 車 が 止 まっ て いる うち に , 送 
水夫 た ち が 湾 水車 の 石 遂 を 斑 均 に な らし て , 機関 助手 が し ゃ くい や すい よう に し て や る . 


撲 関 車 は 普 軸 の 信 の 距離 を 走る こと が ある が , 機関 士 や 機関 助士 は 常に 同じ 線路 を 邊 復 
する . 交 の 機関 区 の 乗務 員 に 機関 車 を 渡し , 別 の 機関 車 を 運転 し て 自分 の 撲 関 区 へ 帰る 


お 客 さ ん は い っ た ん 乗っ 
て し まえ ば , 絵 点 駅 まで 
運ん で も ら え る . 容 車 は 
途中 で 取り 換え る こと が 
な いか ら . し か し 揚 関 車 
は そう 長く 続け て 走ら せ 
る こと は で き な い , 湿 水 
車 に 積め る 石 泥 や 水 の 量 
に 制限 が ある か ら . 淀 
線 経由 青森 行 を 例 に と っ 
て みよ う . 上 野 を 出発 し 
た 機関 車 は 水戸 で 給水 を 
うけ , 玉 ま で ゆく と 次 の 
機関 車 に 交代 し て も らい 
他 の 列車 を 率い て 上 野 へ 
諾 る. 下 て 引き 継い だ 機 
関 車 は 原 ノ 町 給水 を う 
け て 仙台 まで ゆく . こう 
し て 青森 に 着く まで に は 


4 台 の 機関 車 が 交代 する . 


石 層 に 水 を か ける の は 粉 
大 を 塊 り に 付か せる た め . 


停車 場 の 給水 塔 か ら 江 水 
車 の 水 岳 に 給 下 を うけ る . 


無事 に 任務 を 終え て , 補 
の 失 関 士 に 仕事 の 引継 ぎ 


| 
| ハ 


いろ いろ な 機関 車 


日 本 の 主要 線 に 使 れ て 
いる 旅客 列車 用 機関 車 の 
ー つ . C57 型 . C は 動 
輪 が 3 軸 あ る こと を , 57 
は 型式 番号 を 表す 符号 . 
ヒ 2 

D51 型 機関 還 .D は 動 
輪 が 4 軸 あ る こと を 示す . 
動輪 の 数 が 多い ほど 牽引 
カ が 強い の で , D 型 は 貨 
物 列 車 に 用 いら れ て いる . 


” モ 10 型 これ に は 動輪 が 
5 軸 あ る . 後向き に 走る 
こと や ゃ も で き , 牽引 カ が と 
て や も 強い の で , 主として 
意 勾配 に 使用 され て いる 
で 
アメ リカ で 1948 年 に 造 
られ た 電気 式 恭 気 ター ビ 
ン 機 関 車 . 蒸気 ター ビン 上 
に よっ て 電気 を 起 し , そ | 
れ を 使っ て 動輪 を ま 沙 す . 


ドコ 

アメ リカ の ペン シル ヴァ 
ニア 鉄道 で 造ら れ た 流 線 
型 電気 機関 車 . 連続 的 に 
4620 馬 カ を だ す と いう 
優秀 な 性 能 を 持っ て いる . 


欠 
少 が 国 の 電気 機関 車 の 中 で 
て 最新 型 の EF 58 型 . 互 8 cs = 
は 電気 を 表わし , 次 の っ : ai 
が 動 連 の 数 を 表す . こ ーー ーー 
れ は 幹線 の 旅客 列車 専用 . yk 


し = 一 上 ccvcaro 


ャ コ 


機関 車 が 全部 電気 機関 車 
に 変わ っ た ら , 機関 車 乗 
務 員 の 苦労 は と て も 少な 
く な る だ ろう . 現時 は 広 
く な り , 煙 と 熱気 に 苦し 
め ら れる こと も ゃ , 雨風 や 
吹 雲 に 身 を さら し て 窓 か 
ら 首 を つき だ す 必 要 も な 
く 操作 は 極め て 簡 軍 で あ 
る . また 石 闇 が いら な く 
な る こと は 大 きか な 利益 だ . 
現在 は 日 本 の 石 居 の 20% 
以上 が 鉄道 で 消費 され る . 


EF 57 型 は 東海 道 線 旅客 
列車 用 優秀 機関 車 . パン 
タグ ラフ が 車体 の 端 に つ 
いて いる の が 特徴 で ある . 


電気 機関 車 の 運転 台 . 機 
関 士 は 正面 の 窓 か ら 線路 
や 信号 を 見 , コン トロ ー 
ラー と 制動 機 を 操作 する . 


機械 室 は 機関 車 の 中 央 部 
に あり , 制御 打 置 や 電動 
発電 機 が 配置 され て ある . 
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貨物 列車 用 13 型 電気 機関 車 . 


器 | 9 | 


1 7 馬 ig 人 Re 


電気 機関 車 を 運転 する に は , 発電 所 か ら 送 られ て くる 交流 電流 を 変電 所 で 直流 に し て トロ リー 線 に 入 
れ . その 電気 を 1 か ら 2 を 通っ て 車内 に と り 入 れる (矢印 は 電流 の 方 向 ) . 4 で 右 に 分 か れ た 電流 は 
9 う 6 づ 7 人 8 な ど を 通り 玉 電 動機 16) を 廻 転 させ , レー ル か ら 変 電 所 へ 帰る . 電動 機 の 回 転 は 歯 軍 に 
よっ て 動輪 に 伝え られ , 機 選 車 を 進行 させ る . これ ら の 電気 は みな 1500 ボル ト の 高圧 な の で , 12 で 


| 100 ボ ルト の 電気 を 起 し , それ を 電源 と し て 15 を 操作 し て 車 の 運転 運動 早く し た り 江 くし た りす 


国鉄 は 全国 に 26 の 工場 
を 持っ て いる が , すべ て 
修理 工場 で 製造 は 民間 会 
証 に や ら せ て いる . 東京 
の 近く で は 大 宮 と 大 井 に 
工場 が あり , 大 宮 工 場 で 
は 閑 気 機関 車 と 電気 機関 
車 , 大 井 工 場 で は 電車 と 
客 貨 車 の 修繕 を うけ もつ. 
閑 気 機関 車 は 5 箇月 ご と 
に 李 査 し , 内 修繕 と いっ 
て 足 マ ワリ を 直す . 足 と 
は 車輪 の こと . 1 年 に 1 
度 , 足 と カマ を 直す の が 
修繕. 3 年 に 1 回 は 全 
部 を 解体 し て 修 科 する が 
これ を 甲 修繕 と いう . 現 
在 , 機関 車 1 台 の 解体 修 
和 材 は , 9 日 間 て 完了 する . 


を 

大 井 に ある 鉄道 技術 研究 
所 て 新 機関 車 が 試験 され 
る 試験 台 て 速度 試験 を 
うけ て いる 新 蒸 気 機関 車 . 


新しい 電気 機関 車 の , 電 
気 装 置 組立 て (芝浦 電 失 ) . 


国鉄 大 宮 工 場 で は , いま 多数 の 共 気 機関 加 が オー バー・ ホ ー ル (解体 修理 ) さ れ て いる 


電気 機関 車 の スイ ッ チ の 修繕 ( 


品川 機関 区 ). 


カマ の 修繕 . これ は 小型 で , 旧式 の カマ . 


11/ 据 加 の 氷 6 占 
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民 う 22G 大澤 素 ろう や G 移 朱 泊 つう で りう 0QSP7 太 天 
賠 ぐ ? で で 丈 洗 4Q い G? 杏 本 ポン か 8 で いで 
辿 区 る ポン だ で 環 ボ ? 剖 か りつ 穫 や 議 じ 世 毅 嗣 
る 0 て も 4Q い 矢 ) 不 穫 団 G 事 疾 宏 議 G 間 " 骨 語 0 表記 
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る 丸め 長 剖 り 癌 Se 欠 編 染 P 矢 / 人 夫 か \@ り 細 @ 征 。 t 
GR りお で りう 99 選 ※SK%0 を | 導 @ 避 WW ぐ 嘱 0 
血 忠 り 選 塞い や 麺 いり っ 0 筑 。 区 路 り 吾 末 で りう ぬ つ で 
1 日 約 お SOwn” 嘱 %11 田 日 SGP4QyQ5 揚 家 り 
へ 補 JK の ホセ キキ ヘミ ッッ 80 穫 | 申 喝 の 
で りら 0 梨 / RS NRINT 色 で で RI だ の 
訪 結 忘 巡 電 で つ り 下 うり の の ShG 1 田 昌明 w※ | 菜 表 つ 
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弄 局 G 過 強 る 財 :G や” OH 日 入 路 下 の つ い 翌 語 信 る 民生 
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日 日 ペ ゴリ お 弄 。 男 め 計 全 家 時 半 Q 計 うろ 7 や 移 6 避 河 


SN 画 O の SM 弄り GiOQ 和 he 

雷 - 将 加 田 こ 側 詞 製 寺 着任 つき ろう "ーー ペ 規 医 各 で 正人 ye 走 め 9" 培 彰 り 
日 陵 コ 礎 \ つ 枝 地 G 慎 . 還 炎 ぶ 県 G 掛 負 0 笠 9 お 銘 吾 店 @ 旧 下 球 思 倍 りり や" 豆 秦 KS 
紹 符 むろ 間 奈 計る や 私 欠 計 で り 間 USNSOeP 天才 ロッ 
8 < き 9 ロ 和 つ 思 店 和 の 時 ロ eP っ wetn 太 診 恥 同 G 諾 P ッ の 況 髪 KMG ャ 常 竹 ぐ 
名 天 GSPS※ 幸 き 日 東上 利 攻 の 泊 が や 買 ヨ 遇 つけ 光 塊 G 泡 当り 間 S" っ 0 で 揮 補 政変 6 


の 拉 ラ 上 寺 虹 玩 り 箋 虹 尿 叶 所 移 巴 り いろり 四 王 GS り 認 ボ 生 io9 


停車 場内 に は 列車 の 発着 
する 本 線 の 外 に 多数 の 側 
線 が 設け られ , 本 線 か ら 
側線 へ , 側線 か ら 他 の 側 
線 へ と 線路 が 分 か れ て い 
る . 線路 の 分 岐 点 に は 分 
岐 器 を 設け , 分 岐 器 を 動 
か し て は , 列車 や 車輌 を 
目的 の 線路 へ 導き いれ る . 
分 岐 器 は ポイ ント (転載 
器 ), リー ド 軌 条 , フロ 
グ ( 埋 駐 ) の 三 つ の 部 分 か 
ら な り , ポイ ント の 先端 
を 左右 に う ご か す 転 換 帝 
置 に よっ て , 一 方 を 開き 
他方 を 閉じ る わけ で ある . 
転換 装置 に は 手動 式 年 
固定 フロ グ . 2 本 の 軌条 を 合わ せ た 部 分 可動 フロ グ . 可動 フロ グ の 動く 部 分 は 可 自動 式 , 電気 式 な どの 竹 
は 鼻 端 軌条 . 向い あっ て 開く の は 外 軌 条 . 動 軌条 と いい , 転載 器 と 連動 転換 され る . 類 が あり , 分 岐 線 の 側 に 
設け られ る 場合 や あれ ば 


K こ g 表 に 回 空 ふく し 4 多数 の 転換 器 を 一 つの 扱 
剖 条 が 枕 本 に , 家 木 が 路盤 に 固定 し て あ 手前 の 軌条 と 木 の 接着 点 装置 は 急進 上 所 に 集め て 扱う 場合 も る あ 
る の は , 軌条 の 旬 進 を ま ふ せ ぐ た め の 苗 置 . め . 向い 側 軌 条 の 継目 針金 は 軌条 ボン ド . の 。. 科 PND 


信号 機 が 附属 し て いる が 
転換 器 と 信号 機 と を べつ 
べつ に 手 て 動か す 式 も ゃ あ 
り 機械 的 また は 電気 的 に 
連関 し て 動く よう に し た 
連動 装置 と いう の も ある . 


継 電 連 動 装 置 の 軌道 照明 
, 分 岐 器 も 信号 機 も や 共 
に 電気 的 に 転換 され る も 
の て , 軌道 照明 可 に よっ 
て 分 岐 器 と 信号 機 が 正 し 
く 転 換 さ れ た か どう か が 
一 目 て わか る 装置 で ある . 


上 】 
電気 機 連 動 装置 . 信号 器 
は 電気 的 に , 分 岐 器 は 機 
械 的 に 操縦 され る 仕組 み . 


ひじ ょ うに 重い 列車 が 意 
速力 で 走る の で , 鋼 鉄 製 
の 軌条 の 頭 も すり へ ら さ 
れ , 軌条 面 の 高 さ に 狂い 
が で きる . 直線 や 曲線 に 
は ゆがみ が 生じ , 道 床 が 
ゆる ん だ り , 軌条 に ヒビ 
が 入っ た りす る . また 大 
雨 て 路 表 が 崩れ た り , 軍 
崩れ や ナダ レ て で 線路 が 埋 


軌条 面 の 高 さ に 狂い は な いか . 前 後 の 委 右 へ , 左 へ 手 を 振る 指揮 者 の 合図 に 従っ まっ た り 破 壊さ れ た りす 


条 を 見 退 し て 、 高低 を 見 る ( 還 条 面 百 見 ) て エエ 手 た ち は 軌 条 を 寄せ る (寄せ 路 作業 ) る こと や も ある . Pe 
つ ゃ 注意 ぶ が か く 見 廻り 少 


し で て も 痛み や 狂い が あれ 
ば 修 午 し 安全 に 列車 が 家 
れる 状態 に 保 た ね ば な ら 
ぬ . この 役目 を うけ も ゃ つ 
の が 保線 区 の 人 々 て ある .- 


二 和 人 ず つ 向 き あ っ て 軌条 の 内 側 と 外側 の 直線 や 曲線 が ゆがん で いた ら 正 し い 直 線 
道 床 を 枕木 の 下 に つき 固め る 掲 固 め 作業 や 曲線 に 直さ ね ば な ら ぬ (明り 直し 作業 ) 


】 
線路 工 手 長 は 1 日 に 1 回 
受 持ち の 全線 路 を 見 巡る 


ヒ 】 
道 床 つき か た め に 用 いら 


れる 検 械 (タイ タン パー). 


痢 会 の 附近 で は 列車 の 運 
転回 数 が 多い の で , 比較 
的 長 時 間 に わ た っ て 線路 
が 空く の は 深夜 だ け て あ 
る . それ で, 軌条 や 枕木 
の 取 換 えと か , バラ スト 
の 如 充 な どの 大 きか な 作業 
は 深夜 に 行わ あれ る. と こ 
ろ で レー ル や 枕木 は どの 
くら いも ゃ つも の だ ろう か - 
運転 回 数 の 多少 や , 場所 
の 条件 に よっ て ちがう が 
ふつ うら の 線 路 で 20 年 く 
らい , 海 江 の 潮風 を うけ 
る 所 や , いつ や ゃ 湿っ て い 
る トン ネル 内 で は , 5,5 
年 か ら 10 年 くら い 寿 命 
が 短 か い . また 曲線 部 分 
で は 頭 の へ りか た が 早い 
の て 直線 部 分 より ずっ と 
短命 で ある . 特に 運転 回 
数 の 多い 所 だ と 1 箇月 く 
らい て 取 換 えな けれ ば な 
ら な いこ と や ある . 枕 本 
に は クリ , だ バ , プ ナ , 
ラ , マツ な ど が 用 いら れ 
防 訪 剤 や ほど こさ れる が 
7 年 か ら 10 年 の 寿命 で あ 
る . ジャ リ も つぶ れ た り 
路盤 へ め や り こん だ りす る 
の て で て, と きど き 和 補充 する .・ 


レー ル を 取り 換え る 作業 . 


橋 の 挑 木 を 交換 する 作業 


道 床 を 新しく 換え る 作業 


レー ル を 貨車 か ら お ろ す . 


ジャ リ を 貨車 か ら お ろ す . 


普 宙 の 列車 は 15 cm 以上 
の 積 雲 が ある と 動け な く 
な る . 裏 日 本 の 列車 は 毎 
年 委 に な る と 雲 の た め に 
た え ず 運行 を さま た げ ら 
れ , し ば し ば 大 和 災 宏 を 受 
ける . 線路 の 雲 を 除く た 
め に , ラッ セル , ロー タ 
リー, 広中 , 揺 き 寄せ な 
ど と よ ば れる 圭 き 車 が 
出動 する . し か し 除 霊 車 
の 数 は 少な いし , 機械 で 
は 除 雲 で き な い 地形 の 所 
ゃ も ある の て , 毎年 牌 均 
160 万 人 以上 の 人 夫 が 召 
集 さ れる . 揺 き 寄せ た 寺 
は 線路 の 側 に 階段 状 に 積 
み 上 げた り , また は 貨車 
に 積ん で 近く の 川 に 捨て 
る . 線路 の 傍 に 流 雲 潮 を 
設け て そこ へ 揺 きす て る 
の が いち ば ん 簡 軍 な 方 法 
サウ た だ れ 

霊 崩 の 起り や すい 所 に 設 
ける 緒 放 と 雲 央 警報 疫 還 | 


。y 寺 


に 3 還 財 
NN 
人 


) デ て 


TI 


み 
貨車 に 雲 を 積む 除 雲 人 夫 - 
ドコ 

扇 風 器 に 似 た 回 転 する 初 ト 
根 で 雲 を 30~40m は ね と | 
ば す ロ ー タ リー 式 雲 播 車 
広 巾 式 寺 拉 車 は 両側 に 突 
き で た 履 根 で 7 豆 の 中 に 
雲 を 絡 き の け な が ら 進 む - 
ドコ 

線路 の 両側 に 階段 状 に 雲 
を 積み 上 げ て ゆく 段 切り 


ーーーーーーーーーー… 


ーー 


トン ネル 断面 の 下部 中 央 に 導 玉 を 据 る 方 式 
は アル プス 山地 の トン ネル 工事 に 採用 され 
た や ゃ も の て , 庶 設 導 技 式 と よ ば れ て いる . 下 
写 は その 模型 . 掘り か た の 順序 が 示さ れ 
て いる . 上 写 眞 は 側壁 導 玉 式 と いい , 初め 


側壁 か ら 据 る 方 式 . 地質 の 軟弱 な 所 に 用 い 
られ る . が 国 の トン ネル 工事 中 の 難 工 事 
だ っ た 丸 那 トン ネル は 主 に この 方 式 に よっ 
た . 右 写 眞 は 軍 線 型 の 関門 海 謀 トン ネル で 
左 写 眞 は その 工事 に 使 れ た シー ルド 工法 . 


トン ネル に は 旧 線 型 と 衝 線 型 と が ある . 複 
線型 は 出来 上 り 寸法 が 高 さ 約 7m, 巾 約 9 
m の 馬 踏 型 で ある . そん な 大 き な 玉 道 を 一 
度 に 据 り 進め ある こと は で き な い の て 枯 つ に 
も 区 分 し , 初め 導 玉 と いう 小さ な 玉 道 を 所 
り : それ を も と に し て 他 の 部 分 へ 握り 進め 
る . 堅い 岩 だ け な ら 強力 な 黄 岩 機 と ダイ ナ 
マイ ト で て か えっ て 振り や すい が , 地下 に は 
断層 も ある し , 崩れ や すい 軟 玉 な 岩 も ある . 
トン ネル エエ 事 は 困難 で , 危険 な 作業 で ある . 


全 

大 き な 般 の 明る 河 に 架け 
る 橋 は 一 部 を 可動 橋 と す 
る . 蹴 上 式 , 昇 開 式 , 友 
回 式 な ど あ る が . これ は 
佐賀 線 筑 後 川 昇 開 橋 . 24 
m, 48 トン の 橋桁 が 22 
m の 高 さ に 引上げ られ る . 
トコ ャ メ / だ だ に 
山陰 線 角 , 久 谷間 の 深い 
涯 谷 に 架設 し た 余部 鉄橋 
地上 か ら 橋 上 まで 42m. 
長 さ 309m. 橋脚 まで も 
鋼鉄 製 で ある の は 珍 しい. 
* コ 

日 ノ 影 線 延岡 、 日 ノ 影 間 
の 漢 流 に 架け られ た アー 
チ 橋 . 鉄道 橋 に は 珍し い 
コン クリ ー ト の 橋 で , 山 


水 の 美 に 近代 美 を そえ る - 


を 


御茶ノ水 , 委 葉 原 間 の 締 


田川 を 渡る 総武 線 の 鉄橋 . 


詩 め に か か る 橋 を 支え て 
船 の 交通 を さま た げ な い 


よう に 菩 心 し た 面白 い 形 。 
向う に 見 える の は 王 格 . 


LUT- 四 


ui 


二 護 線 同 波川 小 歩 誠 問 の 伊 痛 川 に 架け られ た 鉄道 橋 の 工事 . 高 さ 31 n か ら 33m と い 
う 高 い 鉄筋 コン クタ リート の 橋脚 の うえ に , 一 部 構 桁 , 一 部 飯 桁 の 橋桁 が 組み 立て られ る . 


1) 橋脚 上 に 鉄塔 を 造り , 運搬 索 , 主 索 を 張り , 吊 索 を 吊 す . 2) 品 索 に 横 桁 を 吊っ て 
下 検 構 を つけ る . 3) 下 束 材 の 組立 完了 , 鉛 垂 材 , 端 竹 , 斜 材 を つけ , 4) 銀 桁 を 渡す 


新 し い 線路 が 敷 か れ , 電 
化 用 に 専用 の 琴 電 所 な ど 
が 建設 され て いる 一 方 で 
寺 騙 や 風水 室 が 線路 を 破 
壊し , 踏切 寅 行者 の 不 注 
意 , 踏切 番 人 の 油断 , 回 
転 手 の 過失 な ど が 大 き な 
事故 を ひき お こし て いる . 
列車 は 一 度 に 千 人 以上 の 
客 を 乗せ , 何 百 トン の 貨 
物 を 積み , 下 均 時 速 70 
km で 走っ て いる . 事故 
が 起き た 場合 , その 速度 
と 重量 と が 大 災害 を 起す 

因 と な る . 保線 係 の 不 
断 の 注意 , 列車 閉塞 や 信 
号 な どの 保安 装置 が ある 
こ ゃ 拘わら ず , 建設 の 裏 
に 破壊 が くり か えさ れる 


中 、 
国鉄 は 専用 発電 所 を も っ 
て いる が , 必要 量 の 生 分 
ゃ 満た し て いな い . 現在 
信濃 川 に は 新 し い 山辺 発 
電 所 が 建設 され つつ ある . 

み 
昭和 24 年 , 足尾 線 の 一 部 
が 水害 て 破壊 され , 線路 
の 変更 を 余儀 な くさ れ た 
プル ドー ザー が 出動 , 新 
し い 道 を 切り と っ て いる . 


を 


昭和 22 年 , 旗 客 列車 の 転 
覆 事 故 が 山陽 線 で 起 っ た - 


で 


昭和 25 年 , 吹 浦 , 砂川 間 
に 列車 脱線 事故 が 起 っ た . 
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立 
有 鉄 道 


駅 長 室 も 
召 列車 の と きだ け で ある 
運 寺 総 局 や 運 載 省 が ある .- 


1 日 の 乗 隆 
質素 だ が 殺風景 で は な い - 
国 


者 は 22 万 , 乗換 者 27 万 . 
に 東京 駅 や 


E. 


の 中 心 街 新宿 
ここ の 駅 長 さ ん が 
発車 の 合図 を する の は お 


さ 
立 | 
五 


京王 線 , 都電 や バス 


復興 し た . 


ーー 


員 
E 
ロ 
モ 
意 
S 
ロ 
幸 
臣 
直 
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は , 国電 山手 線 , 中 央 線 , 
国鉄 中 央 線 , 私 鉄 小 田 基 


線 
今 の 駅 長 は 5 代目 の 加藤 


東京 西 

が 集中 する . 
戦災 を うけ た 
源蔵 さん . 各 ホ ー ム の 助 
役 や 運転 係 が 代理 を する 
国鉄 の 総 本 


浜 【 
の で , 


列車 を 動か す ダ イア 


列車 を 表す ダイ ア の 立 
線 に は , 実線 が あり , 破 
線 が あり , 太い 線 , 細い 
線 が あり , いろ いろ な 待 
号 が つい て いる が , これ 


は 列車 の 種類 を 示す も の ・ 


実線 は 客車, 破線 は 貨車 , 
意 行 列車 は 太い 線 , 符号 
の ある の は 小 荷 物 列 車 や 


混合 列車 や 廻 送 列車 等 々 ・ 


どの 列車 が , どの 駅 と ど 
の 駅 と の 間 を 何 分 で 走り 
どこ て 何 分 停車 する か や 
この グラ フ で 一 目 に か 
る . 斜線 が 直線 で な い の 
は , 列車 の 速度 が いつ や 


ー 様 で は な いこ と を 示す . 


ダイ ア て 示さ れ た 通り に ・ 


列車 が 動い て いれ ば 少し 
心配 は な い が , 列車 や 
線路 に 何 か の 故障 が あっ 
た り , 事故 が 起 っ た り し 
て , 一 つの 列車 が 延着 し 
た り 動 け な く な っ た りす 
る と , 他 の 列車 と の 関係 
が 狂い , 運転 整理 の 必要 
が 起 る . これ は 各 管 理 部 
の 運転 司令 室 に いる 運転 
司令 員 の 役目 で ある . 司 
令 員 の 前 に は , 部 内 の ど 
の 駅 と も , また 機関 区 や 
車掌 区 と ぉ も , スイ ッ チ ひ 
と つ で すぐ に 連絡 で きる 
電話 が あっ て , 関係 駅 か 
ら の 報告 を うけ と る と , 
机 の 上 の ダイ ア に 赤 線 を 
入れ な が ら , 必要 な 所 へ 


必要 な 指令 を 下 し て ゆく ・ 
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吹 道 で いう ダイ ア は トレ ー ン ・ ダ イア グラ ム , つま り 列 車 運 行 図 表 で ある . 縦 軸 に 距離 
横 軸 に 時 間 を と っ た グラ フ て 距離 の 目盛 り は 駅 名 で 示さ れ , 列車 は 1 本 の 斜線 で し めす . 


載 送 量 の 多い 都会 や , 葉 
玩 , 米 産地 な ど 特 に 較 迄 
荷物 の 多い 地域 に は 貨物 
駅 を 設け , 旅客 駅 と 別に 
し て いる . 東京 駅 , 中 央 
線 や 山手 線 の 電車 駅 , 京 
都 駅 , 名 古屋 駅 な ど は 旅 
客 専 門 の 駅 て , 東京 の 汐 
劉 駅 , 飯田 町 駅 , 隅田 川 
駅 , 大 阪 の 梅田 駅 , 名 古 
屋 の 笹島 駅 な ど は 貨物 駅 
で ある . 貨物 は 自分 て 乗 
り 隆 り し な い の て 積み 下 
し に ゃ 手数 が か か り , 場 
所 も 多く いる か ら , 遅 び 
こみ や 運び だ し に や 都合 
よく 設備 する 必要 が ある ・ 


汐留 駅 全景 . 明治 5 年 に 
日 本 で 最初 に 敷 か れ た 鉄 
道 の 始発 点 て あっ た 新橋 
駅 の 跡 . 構内 に は , 汽笛 
ー 声 新橋 を 早 や が 汽車 
は 離れ た り と いう 昔 を し 
の ぶ 記 念 碑 が 建っ て いる ・ 


トラ ッ ク な ど て 運ば れ て 
きた 小口 扱 荷 物 は ホー ム 
の 行先 を 指示 し た 札 の 下 
に 行先 別に 積み 置か れる ・ 


貨車 か ら 下 ろ さ れ た 貨物 
は 国鉄 の トラ ッ ク ヌ は 因 
送 会 計 の トラ ッ ク て 受取 
人 の 指定 し た 場所 へ 騰 ば 
れ た り , ある い は 駅 の 茶 
扱 所 て 肖 取 人 に 渡さ れる ・. 


荷物 の 積み 方 いろ いろ 


内 
貨車 を 行先 別に 並べ 荷物 
を 仕分 け て つめ 合わ せる . 

+ 
貨物 を 種類 別に ホー ム に 
集め 貨車 を よせ て 積 込 む 

内 
人 力 で 積み こめ ぬ 重 い 貨 
物 に は , 起 重 機 を 用 いる 


貨車 の いろ いろ 


貨車 に や 用 途 に よっ て 形 
や 構造 の 違っ た いろ いろ 
の や も の が ある . 雨 に ぬれ 
て は 困る も の や 姿 まれ や 
すい 物 を 積む に は 有 革 車 
が あり , 石 渓 や 木材 , 石 
材 な ど に は 無蓋 車 を 用 い 
る . 有 有 蔵 車 に も 木製, 外 
側 に 鉄板 を は っ た 鉄 側 や 
鉄製 が あり , 冷蔵 車 (4), 
明 風 車 (5), 家畜 車 (2), 豚 
積 車 , 家 高 車 , 活魚 車 , 陶 
器 車 , タ ンク 車 (3③, 水兵 
車 な ど が あり , 無 蔵 車 に 
や と くに 大 きか 機械 な ど 
の 大 物 を 運ぶ 大 物 車 (1), 
レー ル な ど 長 い 物 を 運ぶ 
た め の 長 物 車 な ど が ある . 


客車 の 積 車 重量 し は , ぉ 客 が 定員 だ け 乗 っ た 時 の ぉ お も さき 
1 人 0.05 ト ン と し て 計算 し て いる . 
は , その 賃 車 に つ ゅ る 貨物 の 重き . 


Ds Ne 
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大 き な 操 車場 に は , 毎日 
3000 輔 か ら 4000 塚 の 貨車 
が 出入 りす る . 坂 阜 と 仕 
分 線 の 間 を 算 復 する 操車 
手 は , ある くだ け で ゃ 1 
人 1 日 10 里 に も ゃ も な る と い 
う . し か し 人 の 働き に は 
限度 が あり , 人 手 を 増 せ 
ば 費用 も 連 む . そこ て 考 
え だ さ れ た の が 自動 的 減 
速 装 置 て で, これ を 坂 阜 の 
勾配 中 や , 仕分 線 の 頭 に 
設け る . 車輪 を は さん て , 
落ち て ゆく 車輌 を 制動 す 
る 仕組 みて , 貨車 の 種類 


(積み 荷 の 種類 ) や , 速度 , . 


停 正 位置 まで の 距離 な ど 
に よっ て 制動 を 加減 する 
こと が で きる . この 装置 
に よっ て 人 手 を 省き 仕分 
け の 能率 を 上 げ る こと が 
で きる と いう け で ある . 


し か し , 取り 扱う 車 輔 が 
さほど 多く な い 小 さ な 操 
車場 に は , 坂 阜 あやな いし 


こん な 新式 の 装置 も な い . 


貨車 を 機関 車 で 勢い よく 
押し な が ら 連 結 を 切り 機 
関 車 の ほう は すぐ プ ブレー 
キ を か け て 止め , 押し と 
ば され た 貨車 が 情 カ て 仕 
分 線 に 進入 する . この 方 
法 は 突 放 入 換え と いっ て 


連結 手 ぶ か つい て ゆか な い ・ 


連結 手 が 途中 で と び 乗 っ 
て 制動 する こと も ある が 


か な り 危 険 な 仕事 で ある ・ 


大 き な 操車 場 に は 到着 線 と 仕分 け 線 と の 間 に 坂 阜 と いう 丘 が 設け て あり , そこ へ 貨車 ま 
押し あげ て 切り は な す と 貨車 は 自分 の 重み で 勾配 を 下り , 仕分 け 線 の ほう へ 入っ て ゆく . 


坂 息 で 切り 離さ れ た 貨車 に は 連結 手 が 乗 っ て ゆき , プレ ー キ を か け て 適当 な 所 に 止め る . 
一 輔 を 仕分 け 線 に お さめ た 連結 手 は テク テク と 坂 阜 へ も や どり, また 次 の 貨車 に と び つ く . 


っ 
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車輌 の 所 属 は 検車 区 で ある . 洗 六 台 て 客車 を 洗っ て いる の や 検車 区 の 人 た ち て ある . 検 
車 区 で は , 客車 や 貨車 を 検査 し , 所 除 し 、 整備 し , 小さ な 故 降 な ら そ の 修理 も し て いる . 


きす 
き 
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座席 を 上 げ て 隅 の 隅 ま て 掃き 出し 水 を ま 弁当 の か ら や 果物 の 皮 , 新聞 紙 , 包み 紙 
き ブ ラン て みがく . 面白 い 仕事 で は な い . ちら か し 放題 に し て お 客 さ ん は 下車 する . 


上 月 
由 旧 | 


へ 


4 人 区 

イ い 
大 き な 駅 の 構内 や 客車 操車 場 に は 客車 の 大 掃除 を する た め の 洗 療 線 が 設け て ある . 洗 浴 
線 の 両側 に は 洗 藻 台 が あり , 洗 藻 機 が 設備 され て お り , 長 途 の 放 に 召 煙 や 南 で よごれ た 
客車 が 入っ て くる と 洗 藻 機 の ブラ ン は 両側 に 回 転 し , ある い は 上 下 に 動き , 鉛管 の 噴水 
孔 か ら は 勢い よく 水 が 噴き だ し て 客車 が そこ を 刀 過す る 間 に す っ か り 洗 い 清め て し まう . 


列車 の 中 に 物 を 置き 忘れ 
る 人 が ずい ぶん 多い . 東 
京 駅 の 扱い だ け で も, 1 
日 に 約 100 件 , 帽子 , 洋 
人 華 , 弁当 親 が 忘れ 物 の 筆 
頭 だ : 全部 東京 強 へ 集め 
られ て 4 日 間 に 所 有 者 の 
申し 出 が な けれ ば , 克 察 


の 遺失 物 係 へ まわ され る 


東京 駅 の 八重 洲 口 出札 所 . 


東京 駅 で 発売 され る 切符 


は 1 日 に , 斑 均 49 895 枚 . 
金額 に すれ ば 5 2565 868 円 . 
また , 集 札 数 は 45 900 枚 . 


東京 駅 に は いつ ぁゃ 1500 
万 枚 の 切符 が 保管 され て 
いる . 切符 類 その 他 の 国 
鉄 の 印刷 物 を 作る た め 国 


鉄 専用 の 印刷 工場 が ある ・ 


手 小 荷物 扱 所 か ら 小 荷物 
ホー ム や 発車 ホー ム ま で ' 
荷物 を 運ぶ に は , ふつ う 
手 押 車 が 用 いら れる が 写 


真 の よう な 電動 車 も ある ・ 


皆さん 私 は 誰 で し ょ う , と いわ ん ば か り に , 持ち 物 を 拡げ て 並ん だ 列車 乗務 員 た ち . 左 
か め ら , 天井 の 風 窓 を あけ る 棒 了 や 検札 鉄 な ど を 持っ て いる の は 乗客 専務 車掌 . 雑 由 や プラ 
シシ を 持っ た 白 服 は 列車 給仕 . 手旗 や 発 箇 , 発 雷 信号 器 や 提 燈 な ど 信 号 用 具 を 持っ て いる 
の は 運転 車掌 で , 右 の 二 和 人 は 荷 扱 手 と 荷 扱 車掌 . わ た し の 前 掛け を 見 れ ば それ は わか る . 


手 小 荷 物 , 特別 扱い の 新 
開 雑誌 天 は 早く 届け る 必 
要 が ある の て , 旅客 列車 


に 連結 し た 荷物 車 て 送る . 


駅 の ホー ム に は 新聞 雑誌 
類 , 菓子 , ラ ムネ , サイ 


ダー な ど を 売る 店 が ある . 


列車 発 状 ホー ム で は 弁当 
や お 茶 , 牛乳 な ど を 立ち 
売り し て くれ る . これ は 
鉄道 従業 員 の 遺族 や 退職 
者 の た め に つく られ た 鉄 


道弘 済 会 が 経営 し て いる . 


駅 で は ホー ム へ の 入場 券 
を 売っ て いる が 利用 者 は 


昔 に くら べ て 減っ て いる . 


惜別 の 悲し みや 再会 の 電 
び の 風景 も 少な く な っ た 
よう だ . 交 家 機関 が 発達 
し て 旅行 が 簡易 に 事務 的 


に な っ た た めで あろ うか . 


運転 係 の 助役 さん が 手 旋 
を ゃ ち 懐 中 時 計 を 見 つめ 


て いる . も うす ぐ 発 車 だ . 


早朝 の 上 り 列車 か ら 赤 有 駅 に 下車 し た 人 々 . 如 勤 や 商用 な ど て 毎日 の よう に 都内 へ 通っ 
て いる 人 が 大 部 分 の よう だ . この 人 た ち に は , 汽車 旗 行 も その 日 課 の 一 つ に な っ て いる 


到着 凡 に 列 を 作る と いう こと は , 日 本 人 が 戦 千 で や っ と 身 に つけ た 居 慣 の 一 つ . 切符 売 
場 や ホー ム の 乗車 場 な ど て , 喧嘩 や 混 術 ' を みごと に 防ぎ と め る 鉄道 の エチ ケッ ト で て ある. 


これ は 特 口 , つま り 評 判 の 特別 二 等 車 . 一 人 一 人 の 座席 の 背 が 倒せ る よう に な っ て いて 
寺 椅 子 に も なる と いう 仕掛 け 、 みん な が この 位 の 車 に 乗れ た ら , 旅行 も さぞ 楽し か ろう . 


特 旭 ハ トト の 食堂 車 . 食べ な が ら の 旗 も 楽し か ろう . し か し どの 列車 に ゃ 食堂 車 が つい て 


いる け て は な いか ら , 旅行 者 の 大 部 分 を 占め る 三 等 客 に は 線 の な い 代物 か や し れ な い 、 


】 


F】 


ロ 


東京 駅 を 中 心 に 国鉄 で は 
朝夕 十 数 本 ずつ 選 勤 列車 
を 運転 し て いる が , ラッ 
シュ アワ ー に は 8 人 か 
88 和信 定員 の 客車 に 時 に 
は 200 人 も 詰め こま れる . 
退路 も 昇 隆 口 ゃ , 洗面 所 
ま て も ゃ 満員 の 盛況 で ある . 


終戦 直後 に 比べ れ は 旅行 
者 は 畿 ら か 減っ た し , 列 
車 の 運行 数 も ふえ た か ら 
旗 行 は か な り 楽 に は な っ 
た . し か し 三 等 客 は まだ 
要領 が 悪い と 立た な けれ 
ば な ら ぬ . 鉄道 営業 法 と 
いう 法律 に よれ ば , 定員 
以上 の 乗客 を 乗せ る の は 
犯罪 と され て いる の だ か が . 


食堂 車 の 一 部 は 料理 場 に 
な っ て いて コッ ク せ や 給仕 
が いる . この 人 た ち は 国 
鉄 の 従業 員 で な く , 食堂 
車 を 請け 負っ て 経営 する 
食堂 会 往 の 従業 員 で ある 


車掌 室 て 事務 を と る 車掌 


現在 , 特 切 は ツバ メ 号 と ハト 号 の 2 本 だ け で , 東京 , 大 阪 問 の 東海 道 線 553.7 km を 8 


時 間 て 走っ て いる . 一 等 1 輔 , 二 等 5 輔 , 三 等 2.5 輔 , 貨物 0.5 輔 に 食堂 車 か つい て いる . 


ツバ メ と ハト の 最後 部 1 輔 は 一 等 展望 車 に な っ て いる . 車 室 は 二 つ に 分 か れ , 前 年 に は 


固定 座席 , 後生 に は 肘掛 椅子 の サロ ン . ここ で は 洛 線 の 景色 が 右左 や 自由 に 見 られ る 


Eo 


国鉄 の 客車 に は ー, 二 , 三 等 の 3 階級 が ある が , ー 等 車 の 運用 率 は 全体 の 0.3 % で , 主要 線 
の 意 行 と 特 切 に 1 台 連 結 され る 展望 車 か 究 台 車 だ なけ で ある . 一 等 の 運賃 は 三 等 の 4 信 だ 
が , 営利 的 に は 引き 合わ な い . 凍 台 は 上 下 2 段 に な っ て いて 上 段 1500 円 , 下段 2000 円. 
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